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(57)【要約】
【課題】鉄道車両等における監視システムにおいて、周
囲の明るさに応じて液晶モニタの画面の明るさを自動的
に調整する監視システム。
【解決手段】液晶モニタに光量センサを搭載し、予め登
録した関数テーブルを参照する。これによって、外部の
明るさ変化に応じて、環境に合わせた液晶モニタのバッ
クライトの輝度を自動的に調整可能とする。この結果、
液晶モニタの明るさが見易くなり、運転手や車掌が、ス
トレスなく、機器操作または映像監視を行うことができ
る。
【選択図】図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　乗降口付近、車内をそれぞれ撮像するネットワークカメラと、ＬＡＮ（Local Area Net
work）を介して、上記ネットワークが撮像した映像を表示する液晶モニタと、上記ネット
ワークカメラおよび上記液晶モニタを制御するシステム制御装置とを有する列車内に搭載
される監視システムにおいて、
　上記ネットワークカメラは、周囲の照度を計測する光量センサと、バックライトの発光
量を調節可能なバックライトとを備え、上記システム制御装置は、上記光量センサの計測
値に対応して上記バックライトの発光量を調節することを特徴とする監視システム。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、鉄道車両等における車内および車外の防犯、保安、乗客の安全を目的とした
、映像による監視システムに関わり、特に、周囲の環境に合わせて、人の目で見易い画面
の明るさに自動調整を行う液晶モニタの監視映像の画面表示に関するものである。
【背景技術】
【０００２】
　従来の鉄道車両等における監視システムでは、車両内、車外（特にプラットフォーム停
車時の乗降口）をネットワークカメラ等の撮像装置で撮像し、撮像した監視映像をＬＡＮ
（Local Area Network）等の伝送手段で伝送し、先頭車両（運転席）や車掌室の液晶モニ
タに表示する。また、先頭車両（運転席）や車掌室では、異常表示機能や機器制御機能を
有する場合も多い。しかし、液晶モニタの画面表示は、直射日光による液晶モニタの画面
反射や、夜間運行（トンネル内通過）のための車内の照明灯の制限による画面の輝度不足
または輝度過剰等によって、監視映像が見難くなる等の問題がある。従来、液晶表示装置
自体については、特許文献１、特許文献２等に記載のように、周囲の明るさに応じてバッ
クライトの輝度を自動的に調光する技術が開発されている。しかし、鉄道車両等における
監視システムでは、このような液晶モニタ本体の画面の見易さに対しては、対策手段を用
いていない。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００３】
【特許文献１】特開平４－３５２１２８号公報
【特許文献２】特開２００３－０２９２３９号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　上述のように、従来の鉄道車両等における監視システムでは、表示機器の画面の明るさ
は変更できないために、周囲の環境変化（時間帯、映像を見る場所や角度）によって映像
をはっきり認識できなかったり、グレア（反射して見難くなる）状態になるといった課題
を有する。
　本発明の目的は、上記の問題に鑑み、鉄道車両等における監視システムにおいて、周囲
の明るさに応じて液晶モニタの画面の明るさを自動的に調整するものである。
【課題を解決するための手段】
【０００５】
　上記の目的を達成するため、本発明は、液晶モニタに光量センサを搭載し、予め登録し
た関数テーブルを利用することで、外部の明るさ変化に応じて、環境に合わせた液晶モニ
タのバックライトの輝度を自動的に調整可能とし、運転手や車掌が、ストレスなく、機器
操作または映像監視を行うことができる監視システムである。
【０００６】
　即ち、本発明の監視システムは、乗降口付近、車内をそれぞれ撮像するネットワークカ
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メラと、ＬＡＮ（Local Area Network）を介して、上記ネットワークが撮像した映像を表
示する液晶モニタと、上記ネットワークカメラおよび上記液晶モニタを制御するシステム
制御装置とを有する列車内に搭載される監視システムにおいて、上記ネットワークカメラ
は、周囲の照度を計測する光量センサと、バックライトの発光量を調節可能なバックライ
トとを備え、上記システム制御装置は、上記光量センサの計測値に対応して上記バックラ
イトの発光量を調節するものである。
【０００７】
　また、上記発明の監視システムにおいて、上記システム制御装置は、上記光量センサの
計測値に対応して上記バックライトの発光量を調節するための関数テーブルを備え、上記
関数テーブルを参照して上記光量センサの計測値に対応する記バックライトの発光量を決
定し、上記バックライトの発光量を調節することを特徴とする。
【０００８】
　また、上記発明の監視システムにおいて、さらに、列車の速度を含む車両情報を上記シ
ステム制御装置に出力する車両管理システムを有し、上記システム制御装置は、上記列車
の速度が所定値より小さくなると、上記液晶モニタの表示画面を、上記乗降口をそれぞれ
監視するネットワークカメラから伝送される監視映像に切替えることを特徴とする。
【発明の効果】
【０００９】
　本発明によれば、日中の明るい環境や、夜間等の明りが少ない（暗い）環境においても
、光量センサのセンサ値に基づいて、液晶モニタのバックライトの輝度を自動調整可能と
なる。この結果、運転手や車掌が、機器操作または映像監視をし易い環境を提供すること
が可能となる。
【図面の簡単な説明】
【００１０】
【図１】本発明の監視システムの一実施例の機器の構成および配置を示すブロック図であ
る。
【図２】本発明の監視システムにおける液晶モニタの設置状態の一実施例を説明するため
のイメージ図である。
【図３】本発明の監視システムの自動調光動作の一実施例の処理手順を示すフローチャー
トである。
【図４】本発明の監視システムにおける液晶モニタの一実施例を示す正面図である。
【図５】本発明の監視システムにおける関数テーブルの一実施例の内容を示す図である。
【図６】一般的な環境に対する照度の目安を示す図の一例である。
【発明を実施するための形態】
【００１１】
　本発明の監視システムの一実施例を、図１によって説明する。図１は、本発明の監視シ
ステムの一実施例の機器の構成および配置を示すブロック図である。８は本発明の監視シ
ステムを設置する列車、１ｂ、１ｃ、１ｄ、１ｅ、１ｆ、１ｇ、１ｈ、および１ｉはネッ
トワークカメラ（一般的に説明する場合には、ネットワークカメラ１と称する）、２ａ、
２ｂ、２ｃ、および２ｄはスイッチングハブ（一般的に説明する場合には、スイッチング
ハブ２と称する）、３ａおよび３ｂは液晶モニタ、４ａおよび４ｂは画像記録装置、５ａ
および５ｂはシステム制御装置、６ａ、６ｂ、６ｃ、および６ｄは電源装置（一般的に説
明する場合には、電源装置６と称する）、７ａおよび７ｂは車両管理システムである。ま
た、列車は、先頭車両の１号車からｎ号車まであり（ｎは２以上の自然数）、１ａは先頭
車両に設置された列車の前方（進行方向）を撮像するネットワークカメラ、１ｊは最後尾
車両のｎ号車に設置された列車の後方を撮像するネットワークカメラである。また、列車
は、先頭車両の１号車からｎ号車、１号車には、ネットワークカメラ１ａ、スイッチィン
グハブ２ａ、液晶モニタ３ａ、画像記録装置４ａ、システム制御装置５ａ、電源装置６ａ
、および車両管理システム７ａが設置されている。また、最後尾車両のｎ号車には、ネッ
トワークカメラ１ｊ、スイッチィングハブ２ｄ、液晶モニタ３ｂ、画像記録装置４ｂ、シ
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ステム制御装置５ｂ、電源装置６ｄ、および車両管理システム７ｂが設置されている。２
号車には４台のネットワークカメラ１ｂ、１ｃ、１ｄおよび１ｅ、スイッチングハブ２ｂ
、および電源装置６ｂが設置され、（ｎ－１）号車には４台のネットワークカメラ１ｆ、
１ｇ、１ｈおよび１ｉ、スイッチングハブ２ｃ、および電源装置６ｃが設置される。この
ように、先頭および最後尾車両以外の車両には、ネットワークカメラ１、スイッチングハ
ブ２、および電源装置６が設置される。なお、先頭車両（１号車）と最後尾車両（ｎ号車
）にも、ネットワークカメラ１ａ若しくは１ｊの外に、同様に、図示しない４台のネット
ワークカメラがある。
【００１２】
　図１において、列車内外の監視を行う車両８には、ネットワークカメラ１（ネットワー
クカメラ１ｂ～１ｉ）が、各車両に複数台、車両内や降車および乗車時の状況を撮像可能
な場所にそれぞれ設置されている。また、前後の先頭車両には、ネットワークカメラ１ａ
および１ｊを設置し、前方および後方の撮像を可能としている。なお、ネットワークカメ
ラ１は、乗客の降車および乗車が行われる乗降口を必ず撮像できるように設置される。こ
のため、ネットワークカメラの台数は、図１に記載した台数には限らない。また例えば、
隣の車両の乗降口を撮像するようにネットワークカメラ１が設置されていても良い。
【００１３】
　ネットワークカメラ１は、個々の車両に設置したスイッチングハブ２に接続され、各車
両のスイッチングハブ２は、それぞれ車両間を跨ぎ、ＬＡＮで接続されている。
先頭車両（１号車）および最後尾車両（ｎ号車）には、すでに述べたように、スイッチン
グハブ２と、ネットワーク機能を有する映像表示用の液晶モニタ３ａ、３ｂと映像記録装
置４ａ、４ｂ、およびシステム制御装置５ａ、５ｂが設置される。
システム全体は、スイッチングハブ２経由でＬＡＮ接続されている。
また、車両ごとには電源装置６が設置され、各装置に電源を供給する。
【００１４】
　図１によって、本発明の監視システムの動作の一実施例を説明する。
　ネットワークカメラ１の映像は、先頭車両、最後尾車両、または両方の車両にＬＡＮ経
由で送信され、液晶モニタ３ａ、３ｂに表示される。液晶モニタ３ａ、３ｂは、映像切換
機能および選択スイッチを搭載しており、選択された表示形式の表示に切り換えることが
可能である。
　同時に、各車両の、各ネットワークカメラ１のすべての映像は、映像記録装置４ａおよ
び４ｂに常時記録される。
　システム制御装置５ａ、５ｂは、車両側の装置である車両管理システム７ａ、７ｂとの
車両情報のインタフェースを有し、システム全体の制御と、車両情報によるシステム制御
を行う。
【００１５】
　図１の実施例の列車内監視システムでは、１号車とｎ号車双方の車両に設置するシステ
ム制御装置５ａ、５ｂと、車両管理システム７ａ、７ｂによる構成で、２重化を図ること
により、車両管理システム７ａに障害が発生した場合、異なる車両管理システム７ｂに接
続し、そこから車両情報を得ることにより列車内監視システムの障害を回避するシステム
を構築する。
　なお、列車内監視は、通常進行方向の先頭車両側で監視する。最後尾の装置によっての
監視を行わない。最後尾の装置では、機器の状態のみを確認する。車両の進行方向が反対
になれば反対方向での監視とする。
【００１６】
　図１において、運転者が運転する先頭車両側（１号車）で監視を行う場合、ネットワー
クカメラ１ａ、１ｂ～１ｈ、および１ｊのすべての映像は、スイッチングハブ２を経由し
て、１号車側で監視する。
　このとき、ネットワークカメラ１ａ、１ｂ～１ｈ、および１ｊが撮像した映像は、通常
の場合、映像記録装置４ａに記録される。例えば、映像記録装置４ａは、すべての映像を
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コマ落としで長時間記録し、液晶モニタ３ａには、分割画面や切換え表示機能等により、
全画面または選択画面を表示する。
　システム制御装置５ａは、車両管理システム７ａからの車両情報により、液晶モニタ３
ａに表示している画像等の切換えや選択を制御し、かつ、当該車両情報を映像記録装置４
ａに記録するように制御している。
　なお、車両情報としては、走行方向、日時、速度、距離程、ドア開閉、非常通報信号等
を表示、記録する。
【００１７】
　このような監視システムだけでは、車両管理システム７ａに障害が発生し、この車両情
報が途切れてしまった場合、システム制御装置５ａは、列車の制御ができなくなる。
　そこで、システム制御装置５ａは、車両管理システム７ａの状態を常時確認し、通信が
途絶えた場合には、最後尾車両であるｎ号車に設置してあるシステム制御装置５ｂを経由
し、車両管理システム７ｂの車両情報を取得する。なお、車両管理システム７ａと車両管
理システム７ｂは、スイッチングハブ２を介して、各車両からの同一の情報が得ている。
　反対方向の監視時は通常、最後尾車両であるｎ号車で監視を行うが、その場合も同様に
、車両管理システム７ｂに障害が発生した場合には、システム制御装置５ｂは、最後尾車
両であるｎ号車に設置してあるシステム制御装置５ｂを経由し、車両管理システム７ａの
車両情報を取得するように切換える。
【００１８】
　また、上記監視システムにおいて、システム制御装置５ａに障害が発生した場合には、
異なるシステム制御装置５ｂにてシステム制御することにより列車内監視システムの障害
を回避する。
　システム制御装置５ａおよび５ｂでは、相互に、常時、装置の状態を確認し、システム
制御装置５ａに障害が発生した場合には、最後尾車両であるｎ号車に設置してあるシステ
ム制御装置５ｂが列車監視システムの制御を行う。このとき、本監視システムでは、車両
情報は車両管理システム７ｂから受信するのが一般的であるが、状況に応じてあるいは搭
乗員の選択に応じて、車両管理システム７ａからの受信も可能とする。
　なお、電源装置６は、それぞれが設置された車両に設置された機器に電力を供給する。
　また、上記実施例では、を運転者が運転する先頭車両側（１号車）で監視を行う場合に
ついて説明した。しかし、列車の途中の車両で若しくは最後尾の車両で、車掌が監視する
ように、ネットワークカメラ１ａ、１ｂ～１ｈ、および１ｊのすべての映像が、スイッチ
ングハブ２を経由して、当該車両側で監視するようにしても良く、両者で監視するように
しても良い。
【００１９】
　次に、本発明の監視システムにおいて設置される車載用液晶モニタの配置等について、
図２を用いて説明する。図２は、本発明の監視システムにおける液晶モニタの設置状態の
一実施例を説明するためのイメージ図である。なお、図２では、図１に比較して、中間車
両である２号車～（ｎ－１）号車にも、スイッチングハブ２にモニタが接続されている例
である。なお、中間車両に設置されるモニタは、液晶モニタでなくても良い。
　また、図２（ａ）および図２（ｂ）において、前方風景２０２ａ、並びに、液晶モニタ
２０３ａ及び２０３ｂの表示画面の図示は省略し、何も図示しない。しかし、実際には、
前方風景２０２ａには、前方風景が存在し、表示画面にはネットワークカメラから送信さ
れた監視映像が表示されている。
【００２０】
　図２（ａ）は、先頭車両（１号車）の運転席から前方（進行方向）を見た場合の運転者
の視認図である。また、図２（ｂ）は、中間車両の乗客または乗務員が見た場合の彼らの
視認図である。２０１ａは先頭車両前方の視認図、２５１ａは車両の前面部、２５２ａは
車両の左側面部、２５３ａは車両の右側面部分、２５４ａは車両の床面部分、２０２ａは
車両の前面部２５１ａの窓を通して見える前方風景、２０３ａは液晶モニタ、２５５ａは
液晶モニタ２０３ａが設置されたハウジング、２０１ｂは先頭車両前方の視認図、２５１
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ｂは車両の前面部、２５２ｂは車両の左側面部、２５３ｂは車両の右側面部分、２５４ｂ
は車両の床面部分、２０３ｂは液晶モニタ、２５５ｂは液晶モニタ２０３ｂが設置された
ハウジングである。
　図１において、列車運行時には、車外から車窓を通して、太陽光等の外光が入射し、蛍
光灯等の室内光が入射する。これらの入射光の影響で、液晶モニタの画面が見え難い場合
がある。
　そこで、本発明の監視システムでは、液晶モニタ２０３ａ、２０３ｂの周囲の明るさの
変化に対応して、画面の明るさを自動的に調光するようにして、入射する外光によらず、
運転者、車掌、乗客等が、液晶モニタ２０３ａ、２０３ｂの画面を見易くする。
【００２１】
　図３～図５によって、本発明の監視システムの液晶モニタのバックライトを調光して液
晶モニタの輝度を調光する、液晶モニタの自動調光動作について説明する。図３は、本発
明の監視システムの自動調光動作の一実施例の処理手順を示すフローチャートである。ま
た、図４は、本発明の監視システムにおける液晶モニタの一実施例を示す正面図である。
また、図５は、本発明の監視システムにおける関数テーブルの一実施例の内容を示す図で
ある。なお、図３は、図１の先頭車両に搭載されたシステム制御装置５ａが処理動作を実
行する（図１参照。）。また、４０１は液晶モニタ、４０２は液晶モニタ４０１の表示画
面、４０３は光量センサ、４０４は自動／手動調光切替えボタン、４０５は明るさ最大化
ボタン、４０６は明るさ標準ボタン、４０７は明るさ最小化ボタン、４０８はボタン４０
５～４０７の明るさボタン群である。システム制御装置５ａは、スイッチングハブ２を介
して、液晶モニタ３（液晶モニタ４０１）の光量センサ４０３と接続されている。
　図４において、液晶モニタ４０１の表示画面４０２の図示は省略し、何も図示しない。
しかし、実際には、表示画面４０２には、ネットワークカメラから送信された監視映像が
表示されている。
【００２２】
　また図４において、自動／手動調光切替えボタン４０４は、液晶モニタ４０１の表示画
面の明るさ（バックライトの出力光の強さ）を制御する調光制御を、自動的に実行するか
手動で実行するかを切替えるボタンである。自動制御の状態のときには、ボタン４０４若
しくはその周辺に位置するＬＥＤ（図示しない）が青く点灯する。また、手動制御の状態
のときには、ボタン４０４若しくはその周辺に位置するＬＥＤ（図示しない）が赤く点灯
する。この自動／手動調光切替えボタン４０４は、１回押す度に制御モードが切替えられ
るように設けられ、ボタン操作される都度、自動制御と手動制御が切替えられ、ＬＥＤ表
示の色が変わる。若しくは。青色発光ＬＥＤと赤色発光ＬＥＤがそれぞれ取り付けられ、
当該制御モードの状態の時に当該ＬＥＤが点灯するようにしても良い。
【００２３】
　手動制御モードの時には、運転者等が、ボタン４０５～４０７を押すことにより、液晶
モニタ４０１の明るさを調整する。ボタン軍４０８は、ボタン４０５～４０７若しくはそ
の周辺に位置するＬＥＤ（図示しない）が点灯するように、それぞれ設けられ、いずれか
のボタンのＬＥＤが点灯する。手動切替え直後は、標準ボタン４０６のＬＥＤが点灯し、
標準の明るさとなっている。この状態で、運転者等は、液晶モニタ４０１の表示画面４０
２が明るくて見難い時には、明るさ最小化ボタン４０７を押し、暗くて見難い時には、明
るさ最大化ボタン４０５を押す。なお、ボタン軍４０８の数は、３個に限らず、例えば、
４段階以上切替えられるようにしても良い。また、標準ボタンを省略し、２個（最小化と
最大化）のボタンだけにしても良い。さらに、最小化ボタンまたは最大化ボタンを押す度
に、所定の大きさで明るさが変えられるようにしても良い。
　なお、ボタン操作は、運転席に設けられた操作器（図示しない）で行うこともできる。
操作器は、システム制御装置５ａまたは車両管理システム７ａに接続される。
【００２４】
　自動制御モードの時には、図３のフローチャートで説明するように動作する。
　図３において、列車運行と同時またはその運行前に、監視システムが運行を開始する。
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運行開始時には、バックライト値は、所定のデフォルト値に設定され、システム制御装置
５ａ内のメモリまたは車両管理システム７ａ内のメモリにバックライト値ＢＬおよびＸ値
Ｔとして保存されている。
　運行開始後、ステップＳ３１では、液晶モニタ４０１に取り付けられた光量センサ４０
３がリアルタイムに周囲の明るさの情報（例えば、照度）を取り込み始め、取り込まれた
情報（照度）は、システム制御装置５ａに取り込まれる。周囲の照度は、例えば、実測し
たセンサ値と実測した照度との対応表から求める。
　次に、ステップＳ３２では、あらかじめ、液晶モニタ４０１のバックライトの輝度制御
用に登録した関数テーブルを読み出す。関数テーブルには、所定の照度範囲内の照度値Ｌ
に対応させたバックライト値ＢＬが登録されている。また、バックライト値ＢＬには、当
該バックライト値にＸ値Ｔ（後述）が関連付けられる（図５参照）。なお、関数テーブル
は、システム制御装置５ａ内のメモリまたは車両監視システム７ａ内のメモリに予め記憶
される。
【００２５】
　ステップＳ３３では、読み出した関数テーブルから取り込んだ光量センサの値（照度）
に対応するＸ値Ｔを参照する。なお、実測したセンサ値と照度の対応も含めた関数テーブ
ルとし、ステップ３２で読み出した関数テーブルから、取り込まれた所定の範囲内の照度
Ｌに対応するバックライト値ＢＬを参照するようにしても良い。
　ステップＳ３４では、直前に保存されたＸ値Ｔ（またはバックライト値ＢＬ）をステッ
プＳ３３で参照したＸ値Ｔ（またはバックライト値ＢＬ）を比較し、保存されたＸ値Ｔ（
またはバックライト値ＢＬ）と異なる値であった場合には、比較結果により外部の明るさ
が変化したと判定し、ステップＳ３５に処理を移行する。また同じ値であった場合には、
比較結果により外部の明るさが変化していないと判定し、ステップＳ３１に戻る。
【００２６】
　ステップＳ３５では、ステップＳ３３で参照した関数テーブルの値をバックライト値Ｔ
として保存し、ステップＳ３６に移行する。
　ステップＳ３６では、液晶モニタ４０１に出力する。
　なお、ステップＳ３５とステップＳ３６とを同時に処理しても良い。
　ステップＳ３７では、液晶モニタ４０１の手動切替えボタン４０４が押され、手動モー
ドとなったか否かを検出し、否であればステップＳ３１に戻り、手動モードであれば、図
３の処理を終了する。
【００２７】
　この結果、周囲の照度が液晶モニタ４０１の表示画面４０２の明るさに反映される。上
記実施例によれば、日中の明るい環境や、夜間等の明りが少ない（暗い）環境においても
、光量センサのセンサ値に基づいて、液晶モニタのバックライトの輝度を自動調整可能と
なる。この結果、運転手や車掌が、機器操作または映像監視をし易い環境を提供すること
が可能となる。
【００２８】
　ここで、関数テーブルの作成は、例えば、一般的な環境に対する照度データをもとにし
て、人が見易い輝度値と考えられる液晶モニタの画面の輝度を実測し、それを関数テーブ
ルとして定義するものとする。また、例えば、複数の人に評価させ、周囲の照度に対して
最適な輝度が出力されるバックライト値を決定するようにしても良い。図６に、一般的な
環境に対する照度データの図の一例を示す（「ＪＩＳＺ９１１０：２０１０－照度基準総
則－」、「ＪＩＳＥ４０１６：１９９２－鉄道車両の照度－基準及び測定方法－」から抜
粋）。
　なお、上記実施例の場合は、バックライト値は数値が大きいほど暗いとする。
　また、液晶モニタのバックライト値を変更する技術については、周知の技術を用いる（
例えば、特許文献１、特許文献２参照。）。
【００２９】
　上記図１～図５で説明した実施例の監視システムは、主に鉄道車両等で使用される。
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　例えば、本発明の監視システムを搭載した列車は、運行中に、複数の駅のプラットフォ
ームでの乗降客の安全を確認するための監視に有効である。
　列車は、駅と駅との間は高速で運転し、停車駅に近付くと進行速度を徐々に下げ、最後
にはプラットフォームに停車し、お客の乗降を行う。
　図１において、本発明の車両管理システム７ａは、常に若しくは周期的に、車両の進行
速度を計測し、システム制御装置５ａに出力する。
　システム制御装置５ａは、進行速度が所定の値より小さくなると、液晶モニタ３の表示
画面を、乗降口をそれぞれ監視するネットワークカメラから伝送される監視映像に切替え
る。即ち、システム制御装置５ａは、液晶モニタ３を制御して、表示画面を多画面の分割
画面に切替え、全ての乗降口の監視映像を表示する。従って、全ての乗降口に自動的に表
示が切替わるため、運転者は、わざわざ乗降口を表示するように操作を行う必要がなく、
安全に運転操作を行うことができる。さらに、表示画面を確認することによって、運転者
（または車掌）は、乗降口を監視することができ、安全性が高まる。
【００３０】
　この場合、列車は、通常野外（屋外）から、屋根等建造物がある駅のプラットフォーム
に入線するため、運転席のある先頭車両等は、急激に周囲の照度が変化する。しかし、上
記実施例のように、液晶モニタの明るさが周囲の照度変化に対応して変更されるため、プ
ラットフォーム内での乗降口の監視に有効である。
　なお、列車が次の駅に向かうためプラットフォームから発車し、進行速度が所定の速度
より大きくなった場合には、以前の表示状態に戻すようにして、操作性を向上させること
も可能である。また、進行速度が所定の速度より大きくなった場合には、車内の監視映像
が液晶モニタに表示されるように自動的に切替える。通常、液晶モニタは、複数の車両内
の監視映像を表示する必要から、多画面の分割画面となっている。しかし、車内からの非
常通報信号があった場合には、当該車内の監視映像だけが全面に表示されるようにする。
【００３１】
　この結果、運転者等の乗務員は、離れた場所に設置されたモニタを、有効に見ることが
できる。また、モニタが見難い時も、手動で操作する必要がなく、またモニタまで近づい
て操作しなくても良いため、安全に運転等の作業に専念できる。この結果、車内の安全確
認、乗降時の安全確認が、効率良く、信頼性が高い監視システムを実現できる。
【００３２】
　以上、本発明を実施例によって詳細に説明した。しかし、本発明は、上述の実施例に限
定されるわけではなく、本発明が属する技術分野において、通常の知識を有する者であれ
ば、本発明の思想と精神に基づいて、本発明を修正若しくは変更できる発明が含まれるこ
とは勿論である。
【産業上の利用可能性】
【００３３】
　本発明は、鉄道車両の他、モノレール、ケーブルカー、路上電車、スキー場等のゴンド
ラおよびリフト、並びに、遊園地等の乗り物にも適用可能である。
【符号の説明】
【００３４】
　１、１ａ～１ｊ：ネットワークカメラ、　２、２ａ～２ｄ：スイッチングハブ、　３ａ
、３ｂ：液晶モニタ、　４ａ、４ｂ：画像記録装置、　５ａ、５ｂ：システム制御装置、
　６ａ～６ｄ：電源装置、　７ａ、７ｂ：車両管理システム、　８：列車、　２０１ａ、
２０１ｂ：車両前方の視認図、　２５１ａ、２５１ｂ：車両の前面部、　２５２ａ、２５
２ｂ：車両の左側面部、　２５３ａ、２５３ｂ：車両の右側面部分、　２５４ａ、２５４
ｂ：車両の床面部分、　２０２ａ：車両の前面部の窓を通して見える前方風景、　２０３
ａ、２０３ｂ：液晶モニタ、　２５５ａ、２５５ｂ：液晶モニタが設置されたハウジング
、　４０１：液晶モニタ、　４０２：表示画面、　４０３：光量センサ、　４０４：自動
／手動調光切替えボタン、　４０５：明るさ最大化ボタン、　４０６：明るさ標準ボタン
、　４０７：明るさ最小化ボタン、　４０８：明るさボタン群。
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